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はじめに
　2007年度の短期在外研究の機会を頂き，同年7月
14日から10月13日まで主としてパリに滞在し，同市
の公園緑地と緑化の事情を視察するとともに，パリ市
公園緑地局が公表した資料を収集し，あわせてピアリ
ソグを行った。それらをもとに最近の公園緑地整備事
業内容を把握しつつ，緑地の保全と創出についての将
来課題について知見を得ることができた。その内容を
報告する。
　フラソス国は世界の庭園史において，英国，日本国
それに伊国とともに独自の様式を確立し，世界の庭園
デザイソに大きな影響を与えたことが知られている。
例えばvista（通景線）に代表される左右対称の遠近
法による空間構成手法が，庭園のみならず都市スケー
ルでのラソドスケープ形成の常法として世界中で用い
られていることがこのことを示している。さらにEU
の環境政策についても，フラソスは積極的にその具体
化に向けたプラソを作成し，実行に移している。
　環境の世紀といわれる21世紀の課題である持続的
な経済社会の展開を，8割が居住することになるとい
われている都市空間で，どのように実践すべきかの方
向性を，パリ市の試行の中に見つけられることを期待
した。環境共生への道筋は見つかるのであろうか。
1研究の目的
　環境共生は，これを目指す経済社会の基軸の上に都
市の環境イソフラを整備しつつ，行政，企業，市民
が，それぞれに主体性をもって，環境マネジメソトに
取り組むことで実現される。今回は，そのすべてを明
らかにする研究時間の余裕はなかった。そこで，主と
してグリーソイソフラに焦点をあて，持続的社会の実
現に向けて，緑の保全と創出が実際にどのように行わ
れているかを把握することにした。
2研究の方法
　現状把握の方法は，資料の収集，現地調査，ヒアリ
ングによった。資料は，内容の正確さを重視するた
め，関連するインターネットのサイトから行政の発行
する資料を中心に集め，現地調査は，パリ市が2003
年に編集発行したParcs　et　Jardins　de　Parisに示され
ている23の公園プロムナードを全踏査し，メモと写
真により現況を記録するという方法によった。2007
年9月22，23日の両日，ベルシー公園を主会場とした
パリ市主催のFete　des　Jardins（日本の都市緑化フェ
アに類似した催事）が開催され，公園現況の展示や講
演会があったので，それに参加し，資料収集とピアリ
ソグを行った。
3研究の結果
　3．1　都市計画と公園緑地
　2005年2月にパリ市議会は，都市計画ローカルプ
ラソ（PLU，　Plan　Local　d’Urbanisme）を議決し，パ
リのまちづくりのあり方を示すとともに，都市空間の
整備および持続可能な開発に関する構想（PADD，　Le
projet　d’amenagement　et　de　developpement　durable）
を発表した。これは都市再開発の促進，良好な建築や
環境の保全の観点からの都市整備の具体的な方向性を
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定めたもので，その内容は，中心市街地の保全と再開
発，地区の再構築や修復のための事業のあり方，不衛
生な界隈への公的な介入，道路，歩道，自転車道，公
共空地の取り扱い，商店街の多様性を確保するための
事業のあり方，景観の保全を確実に行う手法などから
なっている。また，土地利用規則（Le　r6glement）に
は，建物の建蔽率，高さ制限，外観などが細かく示さ
れている。
　PADDに示された内容の機軸は，パリの均質な都
市空間を保全し，歴史的建築遺産の特筆すべき要素を
保護することにあり，6，500の建築物が対象としてあ
げられている。また公共空地をより快適なものにし，
緑の回廊を確保することも主要な項目になっている。
緑の回廊の実現には，新たな緑地の整備や公共緑地の
再整備とともに，建築物に付随した民有緑地の保全を
重視している。集合住宅の前庭，事務所ビルの公開空
地などを要保全緑地（EVP，　Espace　vert　prot696）と
して指定し，その生態的な調和，植物の質の維持，緑
景観の保全を図ることとしている。指定された緑地
は，建物の増改築などにより面積を減ずるような変更
が認められないという制限を受けている。
　セーヌ川沿いの高水敷に相当する部分で自動車（高
速）道路になっている一部の区間を，7月下旬から8
月中旬にかけて交通止めにして，“パリの海岸”パリ
プラージュという催事場所にし，人工の砂浜，芝生
地，プール，子供の砂遊び場などを設け，バカソスに
行けないパリ市民や夏にパリを訪れる観光客に開放し
ている。2007年は8月後半から異常な冷夏となり，
2005年には延べ380万人が利用したという話が信じら
れないような寂しさであった。
　夏以外では，“パリの深呼吸”と称して，日曜祝祭
日に道路の一部を，散歩，自転車，ローラースケート
に開放する試みも広がっている
　3．2パリの公園緑地と緑化（基礎データ2007年）
　調査の結果は次のように要約できる。地理的情報と
しては，パリの面積105．40km2，都市圏14，518
km2，パリ市の人口217万人，都市圏1，184万人。
　公園緑地の面積　約3，000ヘクタールその内訳は，
ヴァソサンヌの森　995ヘクタール，ブローニュの森
846ヘクタール。公園154箇所，広場254箇所，庭園15
箇所，プロムナード32箇所。墓地　92ヘクタール，
学校緑化　36ヘクタール，道路のり面　45ヘクター
ル，道路緑地の花壇　13ヘクタール，新規公開庭園
32ヘクタール。
　市内の植栽樹木本数は合計約184，000本で，その内
訳は，街路樹合計97，500本，花壇植物2，250，000
（株／年），高木3，500（本／年），少低木122，000（本／
年），配布草花20，000（株／年）。緑地管理の委託作業
員4，157人（延べ人数／年）。
　3．3　主な街路樹の樹種と使用割合
　和名と仏名を列挙する（内は総本数に対する使用％）
　モミジバスズカケノキplatane（38），セイヨウト
チノキmarronnier（16），セイヨゥボダイジュtilleuil
（10），エンジュsophora（9），カエデ類erable（6），
セイヨウトネリコfrene（2），レバノンスギcedre　du
Liban（2），ニセアカシアrobinier（2），ポプラ類
pouplier（2），ニレ類orme（2），ニワウルシaulante，
セイヨウサソザシaubepine，ハンノキaune，　aulne，
キササゲcatalpa，アカシアcharme，カシ類chene，
カシワchene，ナラ類chene，サイカチferier，ブナ
hetre，イチイif，エノキmicocoulier，クワmurier，
ハシバミnoisetier，クルミnoyer，ケヤキ類orme　du
Caucase，リンゴ類pommier　Malus　tschonoskii，ナシ
poirier，セイヨウスモモprunier，ヤナギ類saule，ム
クロジsavonnier。
　3．4事例
　パリの市街地は，シテ島を発祥中心として拡大発展
し，南北7キロ，西のブローニュの森と東のヴァン
サンヌの森を入れると東西約9キロの楕円形の市街
地を形成してきた。この経緯から，ノートルダム寺院
のあるシテ島やルーブル美術館辺りを1区とし，時
計回りに3周して20までの番号が付いた区が渦巻状
に取り巻いている。市内の写真説明の後に括弧で区番
号を示しておいた。
写真 　フユヅタによる壁面緑化と街路樹の連続（17
区）
写真2　中心市街地のコミュニティ道路とコンテナ緑
化（2区）
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写真3　ルーブル美術館地下アトリウムの緑（1区）
写真4　ヴァリソ通りの路面電車軌道敷の芝生舗装
（14区）
写真5商業ビルの壁面緑化とファサード景観（4区）
写真6　シトロエン自動車工場の移転跡地に整備され
たシトロエン公園と周囲の屋上ガーデニングの連続
（15区）
写真7　セーヌ河畔パリプラージュの利用状況（3区）
写真8　プラージュのレクリエーショソエリアと施設
の種類を示す立看（3区）
写真9バスティーユ　ベルシー緑道の鉄道敷跡部分
の植生景観（12区）
写真10　パリ市内の公共園地配置計画図
写真11交通渋滞解決と環境対策のための重点施策
として，市内全域で建設整備進められているレンタサ
イクルの駐輪場（2区）
写真12　ワイソ工場移転跡地に造られたベルシー公
園。工場時代の運搬用のレールを残し歴史の継承をは
かったデザイソ（12区）
写真13モンパルナス駅プラットフォーム上を蓋掛
けして造られたアトラソティーク公園（14区）
写真14　食肉処理場の跡地に造られたラ・ビレット
公園（19区）
写真15　カルティエ財団ビルの壁面緑化と自然再生
型ガーデニソグ（9区）
写真16スーラのグランジャット島の日曜日の午後
の題材となった，グランジャット島の景観の保存と継
承の状況（17区の外側のセーヌ川の中州状の島）
写真17　ブラソリー美術館の壁面緑化（7区）
写真18Rue　de　Lonbchamp店舗低層階屋上のガー
デニソグ（16区外のブーロニュの森からシャルルド
ゴール通りへの道）
4考察と課題
　現地調査の視点は二つあった。一つは，破壊と創造
（修復，復旧，再生）。もう一つは，アメニティとエコ
ロジーである。
　パリの市街地の発展はナポレオン時代のセーヌ県知
事のオスマソのパリの大改造に代表されるように，破
壊と創造の繰り返しの歴史であった。それには戦争や
革命による破壊と復旧も含まれる。それは今日でも続
いている。表通りからは見えない，市街地内部で新し
い建設が始まっている。そこでは，過去の資産をどの
ように継承するかがテーマになっている。公園におい
ても，昔のブドウ畑を新しい公園の施設に取り入れた
モンマルトル付近の公園や，住宅地の石畳の露地を修
復して公園へのアプローチとする例を見かけた。破壊
がなければ新しい価値は生まれない。しかしそれは全
面破壊ではなく，そこに継承される文化と自然の価値
があることをパリは示していた。
　ルーブル美術館から凱旋門に伸びる，テユイルリー
庭園は見事にフランス庭園の伝統様式を今日に伝えて
いる。左右対称の幾何学的空間構成と芝生と花壇の美
しい模様は，アメニティ景観の極微の世界である。そ
うした伝統美が保存されている一方，ビルのウィソド
ウの花飾りは，ゼラニウムの赤い花から，ツタや各種
のハーブを組み合わせた緑の葉によるガーデニングへ
と変わってきている。古い公園の一角には，フェソス
で囲まれた植物の生い茂ったビオトープが設けられて
いる。新しい公園では，湿地植生と乾燥地植生のコー
ナーがあったり，ベジタブルガーデソでさえ，生物農
薬を用いた管理方法を市民に分かりやすく示すなど，
エコロジカルな視点からの表現が形を見せている。
　自然が破壊されつくされたパリで，自然再生が始ま
っているのである。パリの都市計画は明らかに環境共
生の道を歩んでいた。
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